
インフルエンザ出席停止の手続き 
 

「インフルエンザ」の出席停止の期間は、発症した後５日を経過し、かつ解熱した後２日を経過するまで

となっています。保護者が記入した「インフルエンザ罹患報告書」を提出すれば出席停止及び再登校のための

治癒証明書は不要です。 

発症から登校までの流れは、次のようになります。 

 

   

  

   

 

 

 

 

    

 

 

 

  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発   症 

受   診 

家 庭 療 養 

学校から保護者へ 

「インフルエンザ

罹患報告書」を郵

送します。 

（本校 HP からダ

ウンロードも可能

です。） 

学校へ連絡 

・ 病名 

・ 欠席見込み期間 

【参考】 

裏面資料「インフルエンザ

出席停止期間早見表」 

 

熱が出る、関節が痛いなど、体

に変調が現れる。 

医師の診察を受ける。 

発症した日は 0 日目

と考えます。 

解熱とは、一般に小・

中学生では 37.5 度未

満、高校生では 37.0 度

未満と考えられていま

すが、個人差があります

ので、注意が必要です。 

よって、解熱し平熱に

下がった後４８時間と

考えてください。 

 

発症した後 5日を経過

し、かつ解熱した後 

2日を経過 

登   校  

＜流れ＞ 

≪主要症状がなくなる≫ 

≪ 診断結果がでる ≫ 

  

出席停止期間の基準を満たせば

医師の許可・治癒証明がなくて

も登校が可能になります。 

※登校時に「インフルエンザ罹患

報告書」を学校に提出してくだ

さい。 

 

インフルエンザの出席停止期間

以降も風邪症状が見られる場合

は主治医にご相談の上、指示に

従うようお願いいたします。 

※注意点※ 

必ずご確認ください。 


